





















































































































































































































































































































































































































































































収益費用観 収益・費用ﾎ応概念 残　高　表 損　益　法
財務諸表の体系外
ﾌ補助財務表




資　金　観 資　　　金 A B 資金フローを表示ｷる基本財務表
5　結
　資金計算書が基本財務諸表の体系に組み入れられるようになると，それに
伴って財務会計の概念フレームワークに何らかの変化が生じることが予想さ
れる。このことは，「変則性」の認識が変革の発端となる，という科学的思考
の一般的な変革のフ。ロセスの説くところと一致している。
　ところが，そのような概念フレームワークは具体的にはどのようなもので
あろうかと問うとき，ひとつの壁に突きあたる。これまでのところ，この意
図にもとづいての提案が大きく注目されたことはないからである。このこと
は，資金計算書の登場に端を発した会計思考変革の流れがここで停止したよ
うに見える。
　しかしながら，その流れは完全に停止しているわけではない。財務会計理
論の変革にはいくつかの流れが併存しているように思われる。その中でも，
「原価主義の限界」の「変則性」を起点にした流れがいくつかの学派を形成
しさらに会計観として類型化されるようになっている。その類型化の過程を
検討してみると，資産負債観と収益費用観と資金観という三つの会計観が鼎
立していることが知られる。これは変革の流れが相当進んでいる（第四ス
テップに達している）ことを意味する。今日では，財務報告の目的，会計情
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報の質的特性，財務諸表の諸要素といった諸局面を包摂した統合的な概念フ
レームワークが論じられる。資金計算書の登場を起点とした変革の流れは，
この流れの中に汲み上げられようとしているように思われるのである。
　このような状況においても，「どのような概念フレームワークが資金計算
書を良く収容するか」という問い掛けが実際的あるいは実践的意義を持つこ
とに変わりはない。資金計算書の我が国への導入を検討しようとする場合
に，その理論面での整備ができていることは不可欠である。その場合に，こ
の問い掛けに対する回答は，原価主義の限界を起点とした変革の流れで現れ
てくる各種の会計観の有効性を試す試金石の役割を果たすはずである。
　この点で有望なのは資金観と呼ばれる会計観である。資金観は，資金学説
と名づけられる一群の会計思考の採用する会計観であると考えられる。とこ
ろが，この学説の米国における展開は，当の米国においても我国において
も，充分に整理されているとは言い難い状態にある。米国は資金計算書が生
成し発展した地であり．この意味でも米国の資金学説のいっそうの解明が望
まれるのである。
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